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はじめに 

 

スタートアップガイド ～汎用申請データベースの作成 編 ～ では、汎用申請の入力画面とし

て使用する表示編集画面の作成など、汎用申請データベースの作成方法をご紹介いたします。 

なお、当資料では汎用申請データベースを登録するフォルダの作成方法と、汎用申請データ

ベースの作成方法のみをご紹介いたします。作成したデータベースおよび入力画面の利用方法

については、POWER EGG 管理者マニュアルをご参照ください。 

また、ライセンス「汎用申請」と同時にライセンス「Web データベース」が登録されている場合は、

汎用申請データベースを利用した汎用申請の申請データに対し、参照・集計・通知を行うなどの

Web データベース機能を利用することができます。これらを利用するための設定については、

POWER EGG ユーザーズマニュアル データベース作成編をご参照ください。 
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第１章 汎用申請データベースについて 

「汎用申請データベース」機能を利用すると、データベースに作成した入力項目・入力画面を、

汎用申請時の申請フォーマットとして利用できます。 

 

以下に汎用申請データベースを利用した入力画面の例をご紹介します。赤枠内が「汎用申請

データベース」を利用して作成した入力画面（表示編集画面）です。 

汎用申請の申請画面 

 

汎用申請の申請画面（明細行入力画面） 
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第２章 汎用申請データベースフォルダの作成 

２－１ フォルダの作成 

まずは、データベースを登録する為のフォルダ「操作練習用フォルダ」を作成します。 

操作練習用フォルダに対しシステム部の社員のみがデータベースを作成できるよう権限設定を

行います。 

 フォルダ「操作練習用フォルダ」を作成しよう  

① [システム設定]メニュー ＞ 「汎用申請の設定」メニューを選択し、「Step.2 汎用申請デー

タベースフォルダの登録」を選択してください。 

 

② フォルダ一覧画面で、左ペインの[新規登録]リンクをクリックしてください。 

 

③ フォルダの登録画面の詳細を以下の通り入力してください 

項目 入力内容 

フォルダ名 操作練習用フォルダ 

上位フォルダ 最上位 
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④ [権限を設定]リンクをクリックしてください。権限設定画面が開きます。 

 

 参考 

初期設定では、全員参照可となります。 

⑤ 登録部に以下の通り設定し、[追加]ボタンをクリックしてください。 

フレンド商事の部門「システム部」に対し「データベース作成可」の権限を追加します。 

項目 入力内容 

会社 「フレンド商事」を選択 

設定範囲 「部門」を選択 

（部門選択） 「システム部」を選択 

権限 「データベース作成可」を選択 
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 Point 

会社選択で、「全社共通」を選択した場合と、会社を選択した場合で、利用できる設定範囲が

異なります。部門・役職・社員区分を条件にする場合は、必ず対象の会社選択してください。 

設定範囲を選択すると、必要に応じて設定範囲の明細を選択するための項目が追加されま

す。例えば、設定範囲に「部門」を選択すると、部門を選択するための項目が表示されます。 

 

一覧に追加した権限の明細が表示されます。 

 

 参考 

条件は複数追加できます。 

設定範囲が複数に重なった場合は、権限の強い権限が優先されます。権限の強い順番は、

「公開しない」「データベース作成可」「参照可」の順となります。例えば、今回の権限設定では、

システム部の社員は、「参照可」と「データベース作成可」の両方に該当します。この場合は、

権限の強い「データベース作成可」が有効となります。 

詳細は、ユーザーズマニュアル 基本編「2.4.9 権限設定」の「補足：アクセス権限の設定例」を

ご確認ください。 
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⑥ 権限設定画面の[確定]ボタンをクリックしてください。 

 

権限設定画面からフォルダの登録画面に戻ります。設定した権限情報が表示されます。 
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⑦ [登録]ボタンをクリックしてください。 

 

 重要 

必ず[登録]ボタンをクリックしてください。（変更の場合は、[変更]ボタン） 

[登録]ボタンをクリックしないで、この画面を閉じたり、[キャンセル]ボタンをクリックすると、権限

設定画面で登録した内容は破棄され、選択した社員への公開先の登録は行われません。 

 

以上で、フォルダの作成が完了です。 

引き続き、このフォルダに対して、データベースを作成する手順を説明します。 
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第３章 汎用申請データベースの作成 

汎用申請データベースを作成し、次の入力画面「与信限度額の設定・変更申請書」を作成しま

しょう。親の入力画面から明細行の入力画面へ遷移し、明細の入力も行える画面です。 

入力画面 

 

入力画面（明細行） 
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３－１ データベースの作成 

フォルダ「操作練習用フォルダ」に対してデータベースを作成します。 

 データベース「与信限度額申請書」を作成しよう  

① [システム設定]メニュー ＞ 「汎用申請の設定」メニューを選択し、「Step.3 汎用申請デー

タベースの登録」を選択してください。 

 

② 左ペインのフォルダ一覧から「操作練習用フォルダ」をクリックしてください。 

 

③ データベース一覧画面の[新規作成]リンクをクリックしてください。 
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 参考 

[新規作成]リンクは、対象フォルダに対して権限「データベース作成可」が割り当てられたユー

ザのみクリックできます。 

④ データベースの作成画面の詳細を以下の通り入力してください。 

項目 入力内容 

データベース名 与信限度額申請 

備考 与信限度額申請に利用するデータベース 

明細行有無 有り 

 

 Point 

初期登録時、[使用区分]は“仮運用”となります。仮運用中は、このデータベースの入力画面を

使用した申請が行えるのは、データベース管理者のみとなります。 

⑤ [権限を設定]リンクをクリックしてください。権限設定画面が開きます。 

 

 参考 

初期設定では、全員参照可、ログイン社員がデータベース管理者となります。 
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⑥ 権限設定画面の明細部から「社員（大石 学）」を選択し、登録部に以下の通り設定してくだ

さい。 

社員「大石 学」さんを「データベース管理者」にする権限を、フレンド商事の部門「システム部」

を「データベース管理者」にする権限へ変更します。 

項目 入力内容 

会社 「フレンド商事」を選択 

設定範囲 「部門」を選択 

（部門選択） 「システム部」を選択 

権限 「データベース管理者」を選択 

 

 Point 

会社選択で、「全社共通」を選択した場合と、会社を選択した場合で、利用できる設定範囲が

異なります。部門・役職・社員区分を条件にする場合は、必ず対象の会社選択してください。 

設定範囲を選択すると、必要に応じて設定範囲の明細を選択するための項目が追加されま

す。例えば、設定範囲に「部門」を選択すると、部門を選択するための項目が表示されます。 
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⑦ [変更]ボタンをクリックしてください。 

 

一覧に変更した権限の明細が表示されます。 

 

 参考 

条件は複数追加できます。 

設定範囲が複数に重なった場合は、権限の強い権限が優先されます。権限の強い順番は、

「公開しない」「データベース管理者」「参照・レコード削除・CSV 出力可」「参照・レコード削除

可」「参照可」の順となります。例えば、今回の権限設定では、システム部の社員は、「参照可」

と「データベース管理者」の両方に該当します。この場合は、権限の強い「データベース管理

者」が有効となります。 

詳細は、ユーザーズマニュアル 基本編「2.4.9 権限設定」の「補足：アクセス権限の設定例」を

ご確認ください。 

 

 参考 

こちらで設定するアクセス権限のうち、“データベース管理者”以外は、汎用申請機能の利用に

は直接関係しません。“データベース管理者”は、データベースが“仮運用中”の状態でも、申

請が可能となります。 

各権限が有効となるのは、ライセンス「Web データベース」が登録されており、Web データベー

スのユーザ機能を利用する場合のみとなります。 
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⑧ 以上で、権限の登録は完了です。権限設定画面の[確定]ボタンをクリックしてください。 

 

権限設定画面からデータベースの作成画面に戻ります。設定した権限情報が表示されます。 
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⑨ [作成]ボタンをクリックしてください。 

 

 重要 

必ず[作成]ボタンをクリックしてください。（変更の場合は、[変更]ボタン） 

[作成]ボタンをクリックしないで、この画面を閉じたり、[キャンセル]ボタンをクリックすると、権限

設定画面で登録した内容は破棄され、選択した社員への公開先の登録は行われません。 

⑩ 確認メッセージが表示されますので[OK]をクリックしてください。 

 

データベースの設定画面に戻り、作成したデータベース「与信限度額申請」が表示されます。 

 

次項の入力項目の作成画面に進みます。 
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第４章 フィールド（入力項目）の作成 

作成したデータベースに対して、フィールド（入力項目）を作成しましょう。 

４－１ フィールド（入力項目）の作成 

入力項目を作成します。入力欄の形式として以下の種類から選択できます。 

入力形式 形状 説明 

文字列（1 行） 

 

通常のテキストボックスです。1 行で入力する場合

に使用します。 例）名称 

数値 

数値のみ入力可能なテキストボックスです。汎用申

請のルート判定項目として使用できます。 

例）金額、数量 

日付項目  

日 付 入 力 専 用 の テ キ ス ト ボ ッ ク ス で す 。

YYYYMMDD 形式で入力します。 

POWER EGG 共通操作画面を呼び出し、入力する

事も可能です。 

データ登録時に日付として正しい値が入力されて

いるかチェックされます。 

年月項目  

年月入力専用のテキストボックスです。YYYYMM形

式で入力します。データ登録時に年月として正しい

値が入力されているかチェックされます。 

時刻項目  

時刻入力専用のテキストボックスです。HHMI 形式

で入力します。 

POWER EGG 共通操作画面を呼び出し、入力する

事も可能です。 データ登録時に時刻として正しい

値が入力されているかチェックされます。 

文字列（複数行） 

 

複数行にわたって直接入力する場合に使用しま

す。例）備考、メモ 

自動計算項目  

数値などの入力値を使用した計算を行う場合に使

用します。 

この項目には計算結果が表示されます。入力は行

えません。汎用申請のルート判定項目として使用

できます。 

自動採番  

前後にリテラルをくわえた自動採番項目です。 

入力画面には「（登録時に自動で設定されます）」と

表示され、ユーザは入力できません。 

リッチテキスト 

 

文字の修飾や表の作成などが行える入力領域で

す。 

フラグ 
入力時：  

表示時： （オンの場合） 

オンにするかオフにするかのみの場合に使用しま

す。 

チェックボックス  
複数の選択肢から、項目を選択する場合に使用し

ます。複数選択・未選択が可能です。 
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入力形式 形状 説明 

ラジオボタン  

複数の選択肢から、一つを選択する場合に使用し

ます。 

汎用申請のルート判定項目として使用できます。 

ドロップダウンリス

ト  

複数の選択肢から、一つを選択する場合に使用し

ます。 

汎用申請のルート判定項目として使用できます。 

DB 参照項目 
 

複数の選択肢から、一つを選択する場合に使用し

ます。 

使用する選択肢はデータベースから取得できま

す。あらかじめデータベースからの取得情報（DB

参照情報）を登録しておく必要があります。DB 参照

情報については、ユーザーズマニュアル データベ

ース作成編の「2.7 外部DB参照定義」を参照してく

ださい。 

DB 参照コード入力  

コードを入力することにより、データベースよりコー

ドに対する名称を取得し、テキストボックスの横に

表示する場合に使用します。 

入力するコードおよび名称のマスタはデータベース

から取得できます。あらかじめデータベースからの

取得情報（DB 参照情報）を登録しておく必要があり

ます。DB 参照情報については、ユーザーズマニュ

アル データベース作成編の「2.7 外部 DB 参照定

義」を参照してください。 

WebDB 参照項目 
 

複数の選択肢から、一つを選択する場合に使用し

ます。使用する選択肢はデータベースから取得で

きます。あらかじめ参照するデータベースを登録し

ておく必要があります。 

なお、ライセンス「Web データベース」が登録されて

いる場合のみ使用可能です。 

WebDB 参照コード

入力  

コードを入力することにより、データベースよりコー

ドに対する名称を取得し、テキストボックスの横に

表示する場合に使用します。 

入力するコードおよび名称のマスタはデータベース

から取得できます。あらかじめ参照するデータベー

スを登録しておく必要があります。 

なお、ライセンス「Web データベース」が登録されて

いる場合のみ使用可能です。 

会社選択  
POWER EGG を利用している会社を選択できるドロ

ップダウンリストです。 

部門選択項目 
 

部門選択入力専用の項目です。POWER EGG 共通

操作画面を呼び出し、１部門のみ選択入力できま

す。 

社員選択項目 
 

社員選択入力専用の項目です。POWER EGG 共通

操作画面を呼び出し、１社員のみ選択入力できま

す。 



 

- 17 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

入力形式 形状 説明 

お客様選択項目 
 

お客様選択入力専用の項目です。POWER EGG 共

通操作画面を呼び出し、１顧客のみ選択入力でき

ます。 

なお、ライセンス「SFA」が登録されている場合のみ

使用可能です。 

商品選択項目  

商品選択入力専用の項目です。POWER EGG 共通

操作画面を呼び出し、１商品のみ選択入力できま

す。 

なお、ライセンス「SFA」が登録されている場合のみ

使用可能です。 

添付ファイル 

 
または 

 

ファイルを添付できます。ファイルは複数添付でき

ます。 

イメージ 

イメージファイルを添付できます。一覧表示画面・

内容表示画面で画像ファイルがそのまま表示され

ます。添付できるファイルは 1 つのみとなります。

複数のファイルを添付する場合は、フィールドを複

数作成してください。 

イメージファイルに使用できるファイルの拡張子

は、jpg、jpeg、gif、png となります。なお、拡張した

JPEG 形式（JPEG2000 など）など、ブラウザで直接

表示できない画像形式は表示できません。 

URL 
 

URL を入力する場合に使用します。 

URL と画面上に表示する文字列（リンク文字列）を

入力できます。 

リンク文字列が、入力されている場合、画面上はリ

ンク文字列が表示されます。リンク文字列が入力さ

れていない場合は、URL がそのまま表示画面に表

示されます。クリックすると、URL に入力されたペ

ージが表示されます。 

日付時刻項目  

日付入力と時刻入力専用のテキストボックスがセッ

トになった項目です。日付入力は YYYYMMDD 形

式、時刻入力は HHmm 形式で入力します。 

各々POWER EGG 共通操作画面を呼び出し、入力

する事も可能です。 

データ登録時に日付、時刻として正しい値が入力さ

れているかチェックされます。 

時間量項目 

例：単位が「日時分」の場

合 

 

日、時、分といった単位で時間量を入力する場合に

使用します。使用する単位の組合せにより、入力

画面の形式が異なります。 

24「時」＝1「日」、60「分」＝1「時」となります。例

えば、単位「日時分」を利用し、“1 日 24 時 60 分” 
と入力して登録した場合、“2日 1時 0分”として表

示されます。 
汎用申請のルート判定項目として使用できます。 
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入力形式 形状 説明 

時間量計算項目  

時間量や日付時刻の入力値を使用した計算を行う

場合に使用します。日数や時間の差分・合計を計

算でき、計算結果は時間量（日時分）で表されま

す。 

この項目には計算結果が表示されます。入力は行

えません。 

汎用申請のルート判定項目として使用できます。 

 フィールド「顧客名」（文字テキストボックス）を作成しよう  

① データベースの設定画面で、左ペインの[フィールド設定]リンクをクリックしてください。 

 

② フィールドの設定画面で、[新規作成]ボタンをクリックしてください。 
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③ フィールド登録画面の[形式]選択肢から、「文字列（1 行）」を選択してください。 

 

 Point 

形式によって入力項目が異なります。必ず、最初に形式を選択してください。 

④ フィールド「顧客名」の詳細を以下の通り入力してください。 

項目 入力内容 

フィールド名 顧客名 

入力桁数 500 

入力必須 チェックあり 

デフォルト値 （お客様の名称を入力してください） 

再利用 チェックあり 
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⑤ [登録]ボタンをクリックしてください。 
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フィールドの設定の一覧画面に戻り、作成したフィールド「顧客名」が追加されます。 

 

⑥ そのほか、以下のフィールドを登録してください。 

・与信限度額 

項目 入力内容 

形式 数値 

フィールド名 与信限度額 

入力桁数 12 

単位 円 （後に表示する） 

入力必須 チェックあり 

カンマ編集 チェックあり 

再利用 チェックあり 

・売上金額 

項目 入力内容 

形式 数値 

フィールド名 売上金額 

入力桁数 12 

単位 円（売上金額）÷0.8＝ （後に表示する） 

入力必須 チェックあり 

カンマ編集 チェックあり 

再利用 チェックあり 

・変更前金額 

項目 入力内容 

形式 数値 

フィールド名 変更前金額 

入力桁数 12 

単位 円 （後に表示する） 

入力必須 チェックなし 

カンマ編集 チェックあり 

再利用 チェックなし 

・理由 

項目 入力内容 

形式 文字列(複数行) 

フィールド名 理由 

入力桁数 3000 
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項目 入力内容 

入力領域表示桁数 5 

入力必須 チェックあり 

再利用 チェックあり 

 フィールド「申請区分」（ドロップダウンリスト）を作成しよう  

① フィールドの設定画面で、[新規作成]ボタンをクリックしてください。 

 

② フィールド登録画面の[形式]選択肢から、「ドロップダウンリスト」を選択してください。 

 

③ フィールド「申請区分」の詳細を以下の通り入力してください。 

項目 入力内容 

フィールド名 申請区分 

選択項目 

新規 

拡大 

縮小 

入力必須 チェックあり 

デフォルト値 新規 

再利用 チェックなし 
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 参考 

形式が「チェックボックス」「ラジオボタン」「ドロップダウンリスト」のフィールドを作成する場合、

[選択項目]に 1 行 1 項目として入力します。 

 

途中に空白行を指定することが可能です。空白行を指定した場合、入力画面において以下の

ように表示されます。 

  ・「チェックボックス」「ラジオボタン」 

     空白行を入れた前後で選択肢が改行されて表示されます。 

  ・「ドロップダウンリスト」 

     空白行の選択肢としてリストに追加されます。 
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④ [登録]ボタンをクリックしてください。 

 

フィールドの設定の一覧画面に戻り、作成したフィールド「申請区分」が追加されます。 

 

⑤ そのほか、以下のフィールドを登録してください。 

・業種 

項目 入力内容 

形式 ドロップダウンリスト 

フィールド名 業種 

選択項目 

製造業 

情報通信業 

その他 

入力必須 チェックあり 

再利用 チェックあり 
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・業種（詳細） 

項目 入力内容 

形式 ドロップダウンリスト 

フィールド名 業種（詳細） 

選択項目 

（１行改行する） 

食料品製造 

化学工業 

鉄鋼 

通信 

情報サービス 

その他 

入力必須 チェックなし 

再利用 チェックあり 

・期間 

項目 入力内容 

形式 ラジオボタン 

フィールド名 期間 

選択項目 

今月のみ 

一定期間 

継続 

入力必須 チェックあり 

再利用 チェックあり 

 

 フィールド「金額根拠」（自動計算項目）を作成しよう  

フィールド「金額根拠」は、形式「自動計算項目」となります。この項目に、売上金額÷0.8 を自動

計算させます。 

① フィールドの設定画面で、[新規作成]ボタンをクリックしてください。 
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② フィールド登録画面の[形式]選択肢から、「自動計算項目」を選択してください。 

 

③ フィールド「金額根拠」の表示に関連する詳細を以下の通り入力してください。 

項目 入力内容 

フィールド名 金額根拠 

入力桁数 12 

単位 円 （後に表示） 

カンマ編集 チェックあり 
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④ フィールド「金額根拠」の計算方法を以下の通り入力してください。 

項目 入力内容 

計算方法 「四則演算」を選択 

（計算項目１） 「売上金額」を選択 

（演算子） 「÷」を選択 

（計算項目２） 「数値」を選択。数値欄に「0.8」を入力 

 

 参考 

• 計算項目には、作成したフィールドの内、数値、自動計算項目の形式のフィールドから選択

できます。ただし、四則演算の場合は、時間量項目／時間量計算項目も選択できます。 

• 計算方法で「合計」を選択した場合、以下の設定画面に変わります。フィールドリストから選

択し使用済みフィールドリストに表示されている項目を合計します。 

 

• 計算方法で「明細合計」を選択した場合、以下の設定画面に変わります。明細行を入力画面

に使用している場合、ここで選択した明細項目の値を合計します。 

明細項目で合計を行う場合は、あらかじめ明細行用のフィールドを作成しておく必要があり

ます。明細行の設定については、「第６章 明細行の作成と配置」で説明します。 

 



 

- 28 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

⑤ [登録]ボタンをクリックしてください。 

 

 

以上で、フィールドの作成が完了です。 
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第５章 表示編集画面の作成 

作成したデータベースに対して、表示編集画面を作成しましょう。作成した全フィールドから入

力および表示させたいフィールドを選択できます。作成した表示編集画面は、汎用申請の入力画

面として使用します。 

５－１ 表示編集画面の作成 

作成したフィールドを使用して入力および表示を行う表示編集画面を作成します。 

まずは、入力画面の以下の赤枠部分を作成します。 

 

 

 表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」を作成しよう  

① 左ペインの[表示編集画面設定]リンクをクリックしてください。 
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② 表示編集画面の設定の一覧の[新規作成]リンクをクリックしてください。 

 

 参考 

デフォルトで、全項目が表示される表示編集画面「（全項目）」が登録されています。「（全項

目）」は、システム標準項目および登録したフィールドすべてが表示され、表示する項目を変更

することはできません。 

③ 表示編集画面の登録画面の[表示編集画面名]欄に、[与信限度額の設定・変更申請書]と

入力してください。 

 

 参考 

表示編集画面の設定では、[アクセス権限情報]にて、本画面の利用権限が指定できます。 

アクセス権限設定には、「公開しない」「参照・編集可」「参照可」が指定できますが、汎用申請

機能の利用には直接関係しません。 

各権限が有効となるのは、ライセンス「Web データベース」が登録されており、Web データベー

スのユーザ機能にてデータの内容を参照したり、CSV 出力する場合のみとなります。 

また、同時に、[使用方法]にてデータの新規登録時・編集時のどちらで使用するかを指定する

項目がありますが、こちらも汎用申請の利用には直接関係しませんので、変更する必要はあり

ません。 
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④ [レイアウト編集]ボタンをクリックしてください。 

 

 

引き続き、フィールドの配置を行います。 

５－２ レイアウトの編集 

作成中の表示編集画面に、フィールドを配置（レイアウト）します。 

レイアウト編集画面は、以下のような構成となります。左ペインに、選択するレイアウトやフィール

ドの選択領域が表示され、右ペインが配置領域となります。選択領域から配置領域へ、選択した

い項目をドラッグ＆ドロップすることで、配置を行います。 

 

選択領域 

レイアウト配置領域 

ドラッグ＆ドロップで配置 
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 表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」にレイアウトを配置しよう  

項目を配置するための大枠となる、レイアウトを配置します。レイアウトには、以下の２種類が

あります。 

• 標準レイアウト （項目見出しと入力域がセットになったレイアウト） 

 

• カスタムレイアウト （セルで構成された、表形式のレイアウト） 

 

また、明細行を作成した場合は、以下のような明細行レイアウトも表示されます。 

• 明細行 

  

① 左ペインのレイアウトパネルから、標準レイアウトを選択し、右ペインへドラッグ＆ドロップし

てください。 

 

② レイアウト設定画面が表示されます。列数に「1」、行数に「2」を入力し、[OK]をクリックしてく

ださい。 
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指定した列数・行数でレイアウトが配置されます。 

 

③ 同様に、以下のように列数「1」、行数「6」の標準レイアウトをもう一つ配置してください。 

  

 参考 

• カスタムレイアウトの場合、列数と行数の他にセルに枠線を表示するかどうかを指定できま

す。 

• レイアウトの配置位置を変更する場合は、レイアウト左端の をドラッグ＆ドロップします。 

• レイアウトの設定内容を変更する場合は右上の を、レイアウトを削除する場合は をクリ

ックします。 
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 レイアウトにフィールド「顧客名」を配置しよう  

① 左ペインの[入力項目]をクリックし、入力項目の選択パネルを表示してください。 

 

② フィールド「顧客名」を選択し、右ペインの先頭のセルへドラッグ＆ドロップしてください。 

 

項目が配置されます。 

 

 参考 

セルに配置した項目は、ドラッグ＆ドロップにより別のセルへ移動することができます。 

また、項目右横の をクリックするとセルから削除することができます。 
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 レイアウトにフィールド「業種」「業種（詳細）」を配置しよう  

フィールド「業種」と「業種（詳細）」を同じセル内に配置し、“業種”という見出しで表示します。 

① フィールド「業種」を、以下の通り配置してください。 

 

② フィールド「業種（詳細）」を選択し、「業種」の右横へドラッグ＆ドロップしてください。 

 

 参考 

同じセルの中に複数のフィールドを配置した場合、一番左に配置したフィールドの項目名が、

見出しに表示されます。 

③ 同様に、フィールド「申請区分」「与信限度額」「売上金額」「金額根拠」「変更前金額」「期間」

「理由」を、以下のように配置してください。 

「売上金額」「金額根拠」は、同じセルの中に並べて配置します。 
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 レイアウトの見出し「売上金額」を「限度額根拠」に変更しよう  

フィールド「売上金額」「金額根拠」が配置されているセルの見出しを “限度額根拠”に変更し

ます。 

① 「売上金額」「金額根拠」が配置されているセルの右端にある をクリックしてください。 

 

② 起動した処理メニューから[設定]を選択してください。 
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③ セルのプロパティ設定画面が表示されます。項目見出しの書式設定でタイトルを「限度額根

拠」に変更し、[OK]をクリックしてください。 

 

レイアウト編集画面に戻り、見出しが「限度額根拠」に変更されます。 

 

 

以上で、表示編集画面の明細以外のレイアウトは完成です。 

 参考 

左ペインの[装飾項目]をクリックすると、装飾項目の選択パネルが表示されます。装飾項目を使用

すると、入力項目と関係しない固定文字列や水平ラインなどをレイアウトに追加できます。 
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５－３ プレビュー表示 

作成した表示編集画面のレイアウトの画面イメージを確認します。入力画面および入力後の

照会画面の両方を確認できます。 

 作成した表示編集画面の画面イメージを確認しよう  

① [プレビュー]ボタンをクリックしてください。 

 

② プレビュー画面が表示され、入力画面のイメージを確認できます。 
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③ テスト内容を入力し、[内容表示画面]ボタンをクリックしてください。 

 

入力後の内容表示画面のプレビューを確認できます。 

 

レイアウト編集画面に戻る場合は、[戻る]ボタンをクリックしてください。 

 

プレビュー画面を参照し、レイアウトを変更する場合は、以下の方法で行います。 

 

① ② ④ ③ 
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①入力項目の文字サイズの指定や、入力項目の表示区分（入力用、表示用）の指定など項目

の設定を変更する 

各項目の右横の をクリックし、入力項目設定画面を起動してください。 

②セルの背景色の指定や、セルの結合、挿入、削除などセルの設定を変更する 

セルの右端の をクリックし、処理メニューから設定したい内容を選択してください。 

③レイアウトの列数・行数を変更する 

レイアウト右上の をクリックし、レイアウト設定画面を起動してください。 

④レイアウトの配置を変更する 

レイアウト左端の をドラッグ＆ドロップすることにより位置を変更できます。 

④ 画面イメージを確定する場合は、[設定]ボタンをクリックします。 
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⑤ 表示編集画面の登録画面へ戻ります。[登録]ボタンをクリックしてください。 

 

 重要 

必ず[登録]ボタンをクリックしてください。（変更の場合は、[変更]ボタン） 

[登録]ボタンをクリックしないで、この画面を閉じたり、[キャンセル]ボタンをクリックすると、レイ

アウト編集画面で設定した内容は破棄され、データは反映されません。 

 

表示編集画面の設定の一覧画面に戻り、作成した表示編集画面が追加されます。 

 

 参考 

登録済みの表示編集画面のプレビュー参照を行う場合、一覧画面の[プレビュー]リンクをクリックし

て参照することができます。 

表示編集画面の内容を変更する場合は、[編集]リンクをクリックしてください。 
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第６章 明細行の作成と配置 

入力画面に使用する明細行を作成し、作成した表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請

書」に配置しましょう。明細行の作成では、明細用の入力項目と入力用・表示用の画面などを作

成します。 

以下のような明細画面（入力用、一覧表示用）をまず作成します。 

明細画面（入力用） 

 

明細画面（一覧表示用） 

 

作成した明細画面を表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」の以下の赤枠部分に配

置します。 

実際の申請画面では、以下の点線枠の「明細行を入力」という文字列がリンク表示され、クリック

すると上記の入力用明細画面が起動します。明細を入力すると、一覧内容が表示されます。 

与信限度額の設定・変更申請書 

 

与信限度額の設定・変更申請書（明細入力時） 

 



 

- 43 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

６－１ 明細用フィールド（入力項目）の作成 

明細用の入力項目を作成します。入力欄の形式は、第４章で説明したフィールドの作成の場

合とほぼ同じですが、「自動採番」「リッチテキスト」は使用できません。 

 

 明細用フィールド「製品」（文字テキストボックス）を作成しよう  

① データベースの設定画面で、[明細行設定]ボタンをクリックしてください。 

 

② フィールドの設定画面で、[新規作成]ボタンをクリックしてください。 

 

③ フィールド登録画面の[形式]選択肢から、「文字列（1 行）」を選択してください。 

 

④ 明細用フィールド「製品」の詳細を以下の通り入力してください。 

項目 入力内容 

フィールド名 製品 

入力桁数 90 

入力必須 チェックあり 
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⑤ [登録]ボタンをクリックしてください。 
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フィールドの設定の一覧画面に戻り、作成した明細用フィールド「製品」が追加されます。 

 

⑥ そのほか、以下のフィールドを登録してください。 

・金額 

項目 入力内容 

形式 数値 

フィールド名 金額 

入力桁数 12 

単位 円 （後に表示する） 

入力必須 チェックあり 

カンマ編集 チェックあり 

 

以上で、明細用フィールドの作成が完了です。 

６－２ 明細画面の作成 

作成した明細用フィールドを使用して以下の明細画面「売上計画」（一覧、入力および表示画

面）を作成します。 

明細画面「売上計画」（入力用） 

 

明細画面「売上計画」（一覧表示用） 

 

 明細画面「売上計画」を作成しよう  

① 左ペインの[明細画面設定]リンクをクリックしてください。 
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② 明細画面設定の一覧の[新規作成]リンクをクリックしてください。 

 

 参考 

デフォルトで、全項目が表示される明細画面「（全項目）」が登録されています。「（全項目）」

は、登録した明細用フィールドすべてが表示され、表示する項目を変更することはできません。 

③ 明細行の一覧表示画面の[明細画面名]欄に、[売上計画]と入力してください。 

 

引き続き、明細一覧画面の設定を行います。 

 明細画面「売上計画」の一覧用表示画面を設定しよう  

① 一覧表示画面の設定画面の未選択項目リスト欄の以下項目をすべて選択し、[選択]ボタン

をクリックしてください。 

• 製品 

• 金額 
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選択済み項目欄に、フィールドが移動します。 

 

② 一覧の画面イメージを確認します。[一覧画面プレビュー]ボタンをクリックしてください。 

 

③ プレビュー画面が表示され、明細行の一覧表示画面のイメージを確認できます。 
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④ [戻る]ボタンをクリックし、一覧表示画面の設定画面へ戻ります。 

 

 参考 

プレビューを確認し、レイアウトを変更する場合は、以下のように設定を行うことができます。 

• 項目の表示順を変更するには、選択済み項目左端の をドラッグ＆ドロップするか、右横の

ボタン（  など）をクリックします。 

• 項目と見出しの文字サイズや背景色、表示位置などの設定を変更するには、項目名右横の

をクリックし、書式設定画面から行います。 

引き続き、明細の入力・表示用画面の設定を行います。 

 明細画面「売上計画」の入力・表示用画面を設定しよう  

① 一覧表示画面の設定画面の[レイアウト編集]ボタンをクリックしてください。 
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明細行のレイアウト編集画面が表示されます。 

 

② レイアウトの編集方法は、表示編集画面のレイアウト作成と同じです。 

同様にして、以下の入力・表示用画面を作成してください。 

 

[プレビュー]ボタンをクリックすると、画面イメージを確認することができます。 
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③ 画面イメージを確定する場合は、[設定]ボタンをクリックします。 

 

④ 明細の一覧表示画面の登録画面へ戻ります。[登録]ボタンをクリックします。 

 

 重要 

必ず[登録]ボタンをクリックしてください。（変更の場合は、[変更]ボタン） 

[登録]ボタンをクリックしないで、この画面を閉じたり、[キャンセル]ボタンをクリックすると、レイ

アウト編集画面で設定した内容は破棄され、データは反映されません。 
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明細画面の設定の一覧画面に戻り、作成した明細画面「売上計画」が追加されます。 

 

 

以上で、明細画面の作成が完了です。引き続き、作成した明細画面を表示編集画面へ配置しま

す。 

６－３ 明細行の配置 

作成した明細画面「売上計画」を、表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」に配置し

ます。入力画面の以下の赤枠部分を作成します。 
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 表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」に明細行「売上計画」を配置しよう  

① データベース設定の一覧画面へ戻り、左ペインの[表示編集画面設定]リンクをクリックしてく

ださい。 

 

② 表示編集画面の設定の一覧で「与信限度額の設定・変更申請書」の[編集]リンクをクリック

してください。 

 

③ 表示編集画面の変更画面にて、[レイアウト編集]ボタンをクリックしてください。 
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④ 左ペインのレイアウト選択パネルに、作成した明細行「売上計画」が表示されます。選択し、

右ペインの画面一番下へドラッグ＆ドロップしてください。 

 

明細行「売上計画」レイアウトが配置されます。 

 

 参考 

１つの表示編集画面で使用できる明細画面は、１つのみです。複数の明細画面を設定するこ

とはできません。 
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 表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」に明細行の説明を追加しよう  

カスタムレイアウトと装飾項目を使って、以下のような明細のタイトルや説明を配置してみまし

ょう。 

 

 

① 左ペインのレイアウトパネルから、カスタムレイアウトを選択し、明細行の上に以下の通り配

置してください。 

項目 設定内容 

列数 2 

行数 2 

罫線 なし 
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② 追加したカスタムレイアウトの左上のセルの をクリックしてください。 

 

③ 処理メニューから [右の列を結合]を選択してください。 

 

先頭のセルが、結合されます。 
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④ 左ペインの[装飾項目]をクリックし、装飾項目の選択パネルを表示してください。 

 

⑤ 「固定文字列」を選択し、以下のように左下のセルへ配置してください。 

 

⑥ 配置した「固定文字列」の右横の をクリックしてください。 
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⑦ 固定文字列の設定画面にて、以下の通り入力し、[OK]をクリックしてください。 

項目 入力内容 

文字列 売上計画 

書式 太字をクリック 

 

設定内容が反映されます。 

 

⑧ 同様に、先頭の結合したセルに「水平ライン」を、右下のセルに「固定文字列」を以下の通り

設定してください。 

 

・水平ライン （先頭のセルへ配置） 

項目 入力内容 

横位置 左 （初期設定のまま） 

線の長さ 100% （初期設定のまま） 

・固定文字列 （右下のセルへ配置） 

項目 入力内容 

文字列 ※売上計画明細を登録してください。 

書式 
文字色：青色 

文字サイズ：90% 
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⑨ [設定]ボタンをクリックして表示編集画面の変更画面へ戻り、[変更]ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

 

以上で、明細行の配置が完了し、入力画面の作成が完了です。 
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第７章 連動項目の設定 

表示編集画面に使用している入力項目のうち、ドロップダウン・ラジオボタン・フラグの選択肢

（連動元）を切り替えた時に、別のドロップダウン・ラジオボタン・チェックボックスの選択肢（連動

先）の内容を切り替えることができます。 

表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書」の項目「業種」の選択肢を切り替えたときに「業

種（詳細）」の選択肢の内容が切り替わるよう、連動設定を行いましょう。 

７－１ 連動項目の設定 

「業種」の選択肢によって、「業種（詳細）」の内容が以下のように切り替わるよう設定します。 

 

 

 

 

 「業種」の連動項目を設定しよう  

① 左ペインの[連動項目設定]リンクをクリックしてください。 

 

② 連動項目の設定の一覧の[新規作成]リンクをクリックしてください。 

 



 

- 60 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

③ 以下の通り項目を選択してください。 

項目 入力内容 

連動元項目 業種 

連動項目 業種（詳細） 

 

 参考 

連動できる項目は２項目間もしくは３項目間までとなります。 

なお、連動元・連動先（３項目間の場合は連動先２）に指定できるのは、各項目１回ずつとなり

ます。複数の連動設定で同じ項目を何度も使用することはできません。 

④ [次へ]ボタンをクリックしてください。 

 

⑤ 連動する選択肢を、以下の通り設定してください。 

業種 業種（詳細） 

空白 チェックなし 

製造業 食料品製造、化学工業、鉄鋼、その他 

情報通信業 通信、情報サービス、その他 

その他 
（名称なし）…空白行を表します 

、その他 
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 参考 

連動元項目がラジオボタンの場合は“未選択”、ドロップダウンの場合は“空白”が固定で表示

されます。 

また、連動先項目がドロップダウンの場合、フィールドの設定で空白行が登録されている場合

は、選択肢名称のないチェックボックスが表示されます。 

⑥ [登録]ボタンをクリックしてください。 
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連動項目の設定の一覧画面に戻り、作成した設定が追加されます。 

 

以上で、データベースの作成及び各種設定ができました。 

引き続き、作成したデータベースをユーザに公開する手順をご説明します。 

 参考 

作成した入力画面を汎用申請で利用する場合は、“申請事項”を登録する必要があります。 

“申請事項”の登録については、POWER EGG 管理者マニュアルの「8.1.3 申請分類・申請事項の登

録」の「（2）申請事項の登録」の項を参照してください。 
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第８章 汎用申請データベースの公開 

以下の通り、初期登録時のデータベースは、“仮運用”というデータベース管理者にのみ公開

される状態となっています。この場合、入力画面を設定した申請事項を使って汎用申請の申請を

行えるのは、データベース管理者のみとなります。各種設定が完了したら、ユーザが申請を使用

できるようデータベースの設定を変更しましょう。 

８－１ データベースの公開 

 データベース「与信限度額申請書」をユーザに公開しよう  

① データベースの設定画面で、[編集]ボタンをクリックします。 

 

② データベースの変更画面で[使用区分]項目を[使用する]へ変更してください。 
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③ [変更]ボタンをクリックしてください。 

 

データベースの設定画面へ戻り、変更した[使用区分]が[使用中]と表示されます。 

 

これで、データベース「与信限度額申請」はユーザへ公開され、汎用申請の申請が行えるよう

になります。 



 

- 65 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

８－２ データベースのロック解除 

データベースを作成し、データベース管理者が設定を行っている間は、データベースは「ロック

状態」となります。ロック中の場合、データベース設定画面では以下のようにロックしている社員

名が表示され、他の社員は対象のデータベースに対して設定作業を行うことができません。設定

作業がすべて完了したら、必ずロックを解除しましょう。 

 

 データベース「与信限度額申請書」のロックを解除しよう  

① データベースの設定画面で、[ロック解除]ボタンをクリックします。 

 

画面が更新され、「ロック」ボタンのみの表示へ切り替わります。また、左ペインの各リンクは、

クリックできない状態となります。 

 

データベースの設定を再度行う場合は、「ロック」ボタンをクリックしてください。 
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第９章 追記用の表示編集画面の作成 

汎用申請機能を利用した場合、審議者・回覧者による申請内容に対する追記・変更を行う機

能があります。審議者・回覧者による追記・変更機能を利用する場合は、別途、追記・変更時に

使用する入力画面（表示編集画面）を作成します。 

以下の与信限度額申請書に対する追記・変更用の入力画面を作成しましょう。 

 

今回作成する入力画面では、申請時に入力された[変更前金額欄]を変更可能とします。また、

[与信決定額（部長記入）]欄を追記項目として追加します。 

 重要 

追記・変更機能を利用した場合、申請時に入力された表示編集画面の項目部分全体が、追記・変更

用の入力画面で内容が差し変わります。追記・変更用の表示編集画面を作成する場合は、必ず申

請用の表示編集画面に配置した入力項目と同じ項目を配置してください。 

９－１ フィールド（入力項目）の作成 

追記用のフィールド「与信決定額（部長記入）」を P.15「４－１ フィールド（入力項目）の作成」を

参考に以下の通り作成してください。 

項目 入力内容 

形式 数値 

フィールド名 与信決定額（部長記入） 

入力桁数 12 

単位 円 （後に表示する） 

入力必須 チェックあり 

カンマ編集 チェックあり 

再利用 チェックなし 
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９－２ 表示編集画面の作成（参照作成） 

追記・変更用の表示編集画面を作成します。追記・変更用の表示編集画面を作成する場合、

申請用の表示編集画面と同じ項目を使用します。この場合は、申請用の表示編集画面を参照作

成し、追記・変更用の表示編集画面を作成すると、効率的に作成できます。 

 表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書（追記用）」を作成しよう  

① データベース設定の一覧画面にて[ロック]ボタンをクリックします。 

 

② 左ペインの[表示編集画面設定]リンクをクリックしてください。 

 

③ 表示編集画面の設定の一覧画面から参照作成元の画面「与信限度額の設定・変更申請書」

のラジオボタンをクリックし、[参照作成]ボタンをクリックしてください。 
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④ 表示編集画面の登録画面の[表示編集画面名]欄に、[与信限度額の設定・変更申請書（追

記用）]と入力してください。 

 

⑤ [レイアウト編集]ボタンをクリックしてください。 

 

レイアウト編集画面に遷移します。レイアウト編集では、参照作成元の「与信限度額の設定・変

更申請書」と同じレイアウトが定義されています。 
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９－３ レイアウト編集 

追記・変更機能による入力時に、入力不可にする項目を“表示用”に変更します。また、追記

項目がある場合は、レイアウトに入力項目を追加します。 

 フィールド「顧客名」を表示用に変更しよう  

① 配置されているフィールド「顧客名」の右横の をクリックしてください。 

 

② 入力項目設定画面で項目設定の[表示区分]選択肢から「表示用」を選択してください。 
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③ [OK]ボタンをクリックしてください。 

 

同様に以下の項目の表示区分を「表示用」に変更してください。 

なお、自動計算項目は「表示用」固定となる為、フィールド「金額根拠」は変更する必要はありま

せん。 

• 業種 

• 業種（詳細） 

• 申請区分 

• 与信限度額 

• 売上金額 

• 期間 

• 理由 
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 フィールド「与信決定額（部長記入）」をレイアウトに追加しよう  

① 「理由」を配置している行の下に、１行追加します。「申請区分」～「理由」を配置している標

準レイアウトの、右上の をクリックしてください。 

 

② レイアウト設定画面にて、行数を「6」⇒「7」へ変更します。 

 

③ [OK]をクリックしてください。 
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「理由」を配置している行の下に、１行追加されます。 

 

④ 追加した行のセルに、追記用のフィールド「与信決定額（部長記入）」を配置します。P.31「５

－２ レイアウトの編集」を参考に以下の通り配置してください。 

 



 

- 73 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

⑤  [設定]ボタンをクリックしてください。表示編集画面の登録画面へ戻ります。[登録]ボタンを

クリックしてください。 

 

⑥ 表示編集画面の登録画面へ戻ります。[登録]ボタンをクリックしてください。 

 

表示編集画面の設定の一覧画面に戻り、作成した表示編集画面が追加されます。 
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明細画面「売上計画（追記用）」を作成してレイアウトの明細行を変更しよう  

① 明細画面「売上計画」も、同様に追記用の画面を作成します。 

追記用の明細画面「売上計画（追記用）」を P.45「６－２ 明細画面の作成」を参考に以下の

通り作成してください。以下の項目の表示区分は「表示用」に変更してください。 

• 製品 

• 金額 

 

② 表示編集画面設定の一覧から表示編集画面「与信限度額の設定・変更申請書（追記用）」

の[編集]リンクをクリックしてください。作成した表示編集画面「与信限度額の設定・変更申

請書（追記用）」のレイアウト編集画面を表示します。 

 

③ [レイアウト編集]ボタンをクリックしてください。 
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④ レイアウト編集画面で、明細行「売上計画」のレイアウトの をクリックしてください。 

 

レイアウトから「売上計画」が削除されます。 

 

⑤ 追記用に作成した明細画面「売上計画（追記用）」を以下の通り配置しなおしてください。 

 



 

- 76 - 

All Rights Reserved Copyright© D-Circle Inc, 

⑥ [設定]ボタンをクリックして表示編集画面の変更画面へ戻り、[変更]ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

 

以上で、追記用の表示編集画面の作成がすべて完了です。 

 

 参考 

作成した追記・変更用の表示編集画面を使用し、追記・変更機能を利用する場合は、申請事項の設

定や申請様式の設定が別途必要です。追記・変更機能を利用する場合の設定については、POWER 

EGG 管理者マニュアルの「8.1 汎用申請書の設定」の「（2）審議者による追記機能」の項を参照くだ

さい。 
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参考１：申請画面での参照作成について 

汎用申請では、申請済みのデータを「参照作成」することにより新規に申請を起案することができ

ます。汎用申請データベースの入力画面の各項目に対し、参照作成時の新規申請画面に参照

元のデータをコピーして表示させるには、各入力項目の作成時に設定が必要となります。 

汎用申請の参照作成 

 

 

 

 

 

参照作成時に参照元データをコピーしたい場合、対象の項目（フィールド）作成時に設定画面で

「再利用」項目の“参照作成時元データをコピーする”にチェックを入れる必要があります。 

 

フィールドの設定画面 
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フィールドの新規作成画面を起動したとき、「再利用」項目のデフォルトは未チェック状態です。 

参照作成時に元データをコピーしたい場合は、このチェックを必ず入れて登録してください。チェ

ックを入れない場合は、参照作成時に元データをコピーしデフォルト表示されません。 

 

なお、形式が「自動計算項目」、「自動採番」、「時間量計算項目」、「日付時刻計算項目」のフィー

ルドの場合は、「再利用」項目は利用できません。 
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参考２：外部 DB参照 

データベースに登録されているデータを選択肢として利用できます。 

外部 DB 参照を利用する場合、参照するテーブルに、コードと名称の２つ列が必要です。 

そのほか、外部 DB 参照で取得した値を 100 個まで別の入力項目に転送できます。 

外部 DB 参照を利用する場合、以下の２つの入力方法があります。 

① 選択画面から選択する（DB 参照項目） 

 をクリックすると、選択画面が表示されます。入力画面や照会画面では名称

が表示されます。  をクリックすると、選択した値をクリアできます。選択した値をクリアし

た場合、転送先項目の値もクリアされます。 

 

選択画面から値を選択します。なお、検索結果には 100件までしか表示されません。また、コー

ドと名称のみ表示されます。（転送項目は表示されません） 

 

② コードを入力する（DB 参照コード入力） 

左側のテキストボックスにコードを入力すると、右側のテキストボックスにコードに対する名称が

表示されます。照会画面では、コードと名称が表示されます。但し、一部の画面では名称のみ

表示されます場合もございます。 

 

入力されたコードに対するデータが存在しない場合は、以下のように表示されます。また、転送

先項目の値は空白になります。 

 

 

外部DB参照を利用する場合の設定方法は、ユーザーズマニュアル データベース作成編の「2.7 

外部 DB 参照定義」を参照ください。 

なお、当機能を利用する場合、データベースや SQL に関する知識が必要となります。データベー

スへの接続方法やデータベースへのデータの登録方法などについては、ご利用になるデータベ

ースのマニュアルなどをご参照ください。 
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参照先のデータベースは、Oracle Database のみサポートいたします。（Oracle Database10gR2 以降） 

データベースへのアクセスは JDBC 経由で行います。Oracle Database 以外のデータベースへの参照

設定も可能ですが、サポートされておりませんのであらかじめご留意ください。 
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